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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号３
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号４
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号５

認
定
さ
れ
た
平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算

１７

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
公
営
墓
地
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
温
泉
事
業
特
別
会
計

○
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
会
計

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
（
第
４
号
）

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計

 

（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

 

（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

 

（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計

 

（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

 

（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業

 

特
別
会
計
（
第
１
号
）

そ
の
他
の
議
案

○
常
陸
大
宮
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
等
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
業
委
員
会
の
部
会
委
員
の

定
数
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任

・
須
藤　

隼
人
（
東
海
村
）

・
津
田　

和
徳
（
那
珂
市
）

・
鴨
志
田
紘
二
（
栄
町
）

議
員
提
出
の
案
件

○
常
陸
大
宮
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
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常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

陸
大
宮
市
議
会
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　常陸大宮市農業委員会の委員定数及び選挙区等の条例が次のように改正されました。
　この条例は、平成１９年３月３１日以後に行われる一般選挙から適用されます。
改正内容
　◎選挙による委員の定数は３０人となります。
　◎選挙区及び選挙区の定数

定数区　　　　　　　　　　　　　域選挙区

４人
栄町、南町、中富町、抽ヶ台町、上町、下町、北町、東富町、姥賀町、高渡町、野中町、 
田子内町、宇留野、泉、下岩瀬、上岩瀬、根本、下村田、上村田、石沢

第１

４人小野、小場、三美、若林、八田、東野、西塩子、北塩子、照田の一部第２

４人上大賀、鷹巣、小祝、岩崎、辰ノ口、塩原、小倉、富岡第３

１０人
山方、野上、舟生、諸沢、北富田、西野内、小貫、照山、盛金、久隆、家和楽、照田の一部、
長田、長沢、氷之沢、下檜沢、上檜沢、高部、小田野、鷲子

第４

８人
那賀、下小瀬、国長、小玉、上小瀬、大岩、小舟、油河内、松之草、小瀬沢、吉丸、入本郷、
千田、野口、野口平、門井、下伊勢畑、上伊勢畑、檜山、長倉、野田、秋田、中居、金井

第５
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号６
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事　業　費事　　　業　　　名
４４６万円市内循環交通システム基本計画策定事業
３１７万円常陸大宮市総合計画策定事業
１，７６２万円合併記念事業（記念誌・記念品）
１，９７４万円合併１周年記念事業（催事等）
４１６万円男女共同参画プラン策定事業
１，９９６万円地方バス路線運行助成事業
２，２９４万円地域ケアシステム推進事業
２，４５４万円防犯対策事業

３億４，５５８万円医療福祉費支給事業
３億６，３９５万円障害者支援費事業（施設訓練・生活支援）
５億９，３１９万円民間保育所入所委託事業
２，０８０万円地域子育て支援事業
６，３２９万円延長保育促進等事業（延長・一時・放課後・学童）

２億１，０７２万円児童手当支給事業
８，８２８万円老人保護措置事業
２，８２２万円在宅介護支援センター運営事業

３億５，６３２万円生活保護扶助事業
２億７４９万円健康づくり推進事業（老人保健・母子保健・予防接種）
４，０５７万円合併処理浄化槽設置助成事業
１，４３０万円住宅太陽光発電システム設置助成事業

２６億３，５９７万円常陸大宮済生会病院建設事業
２億３，５１７万円農道整備事業
２，８２４万円木造住宅建設助成事業
５，６８５万円林道整備事業
４，７１５万円商業振興事業

１１億１，２７７万円市道整備事業
１億４，６１８万円消防施設等整備事業（防火水槽・積載車等）

４１０万円地域防災計画策定事業
９，９４９万円防災行政無線整備事業
４，９３８万円小中学校英語指導員配置事業
２，３８１万円小中学校ＴＴ特別配置事業

３億８，１６５万円山方中学校体育館改築事業
４，６６６万円生涯学習・スポーツ振興事業

一
般
会
計
の
主
な
事
業
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一般会計決算の概要
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歳入　252億4,896万４千円

広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号７
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差　引　額歳　　　出歳　　　入区　　　　　分

９億５，３３０万４千円２４２億９，５６６万円２５２億４，８９６万４千円一　般　会　計

２億４，２５８万９千円４２億９，３４２万６千円４５億３，６０１万５千円事 業 勘 定国民健
康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

１，３９６万７千円２億２，４６９万６千円２億３，８６６万３千円診療施設勘定

１億２，６５４万４千円４９億７，６９０万５千円５１億３４４万９千円老 人 保 健

３，００４万１千円５億６，８１２万９千円５億９，８１７万円公 共 下 水 道 事 業

２，０４０万１千円１，３７６万４千円３，４１６万５千円公 営 墓 地

２，６６６万８千円７億８，０９３万３千円８億７６０万１千円農業集落排水事業

５，２３１万５千円２７億４，８５８万５千円２８億９０万円介 護 保 険

５，３２９万２千円７億６，７９４万６千円８億２，１２３万８千円簡 易 水 道 事 業

１１９万８千円１億９，５６５万８千円１億９，６８５万６千円宅 地 造 成 事 業

８１９万９千円１億３，０６６万５千円１億３，８８６万４千円戸別浄化槽整備事業

３２万４千円２２万６千円５５万円那珂地方公平委員会

２０万円４億１，７８０万９千円４億１，８００万９千円温 泉 事 業

１，７３９万７千円６億６，０５０万６千円６億７，７９０万３千円水道事業収益的収支企業
会計 △２億３，０６３万７千円３億７，６８６万７千円１億４，６２３万円水道事業資本的収支（※）

１３億１，５８０万２千円４０４億５，１７７万５千円４１７億６，７５７万７千円総　　合　　計

※水道事業資本的収支の歳入が歳出に不足する２億３，０６３万７千円は，過年度分損益勘定留保資金
２億２，５６７万２千円及び当年度分消費税資本的収支調整額４９６万５千円で補てんしました。

市民１人当たりに使われ
たお金　総額 497,393円
※市民１人当たりの金額は、
　住民基本台帳人口４８，８４６人
（H１８．３．３１現在）で算出して
います。

民生費 97,701円
高齢者・障害者福祉
対策や医療福祉費、
児童手当など

衛生費 87,419円
予防接種や各種検
診、ごみ処理事業、総
合病院建設事業など

公債費 59,576円
建設事業等で借入れ
た市債の償還金

教育費 58,845円
義務教育施設の整備
や公民館・図書館の
運営経費など

総務費 49,900円
税金の賦課収納、戸
籍や住民登録、選挙
経費など

土木費 48,545円
市道の整備･補修や
市営住宅の整備・維
持管理経費など

農林水産業費 32,135円
農林水産業の振興、
農道・林道の整備経
費など

消防費 22,953円
常備・非常備消防活
動費、消防施設の整
備、災害対策経費など

その他 40,319円
商工費、議会費、労
働費、基金積立金の
経費など

歳出 　242億9,566万円

平成17年度全会計決算総括表

◆性質別
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　９月９日は、「救急の日」。そして救急の日を含む１週間は「救急医療週間」
です。市消防本部では「救急医療週間」中の９月８日にＪＲ常陸大宮駅前にお
いて救急ＰＲ活動を実施しました。
　また、救急医療の分野で功労のあった、城北病院・看護師の吉田ヨシエさん、志村大宮病
院・看護師の小倉十三子さんに消防長より感謝状を贈呈しました。
　平成１６年７月から、一般の方にも、ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）という医療機器を
用いた応急手当が認められました。
　消防本部では、このＡＥＤの使用方法を
含めた応急手当の講習会を毎月開催してい
ます。気軽に参加して応急手当を身に付け
ましょう。

��������������������������������
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　心筋梗塞などが原因で突然倒れた時の心臓リズムは、「心室細動」と呼ばれるリズムであることが多いと
言われています。「心室細動」とは、心臓の筋肉が不規則にブルブルと震え、全身に血液を送り出すポン
プの役割を心臓が果たせない状態を言い、そのまま放置すると死に至る重度の不整脈のことです。
　この心室細動と呼ばれる状態を取り除き、心臓のリズムを正常な状態に戻すためには、心臓に電気
ショックを加える「除細動」（「細動」を「除く」との意味）を行うことが最も適切な処置なのです。
　また、心室細動になってから除細動を実施するまでの時間が１分遅れる毎に生存退院率が７～１０％の割
合で低下すると言われていることから、救急車到着までの間、現場に居合わせた方による早期の除細動が
重要であると言えます。

問い合わせ先　消防本部　警防課・救急救助係　�５３－１１５３
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鷲
子
山
上
神
社
の
亀
井
戸

　

美
和
地
域
に
あ
る

鷲
子
山
上
神
社
は
茨

城
県
と
栃
木
県
の
県

境
に
位
置
す
る
標
高

４
６
０�
の
山
上
に

あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
８
月
に

は
、
茨
城
県
側
の
祭

礼
と
し
て
４
年
に
一

度
の
神
輿
渡
御
が
行

わ
れ
、
壮
麗
な
山
車

や
屋
台
が
鷲
子
地
区
内
を
練
り
歩
き
、
た
く
さ

ん
の
観
客
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
鷲
子
の
山
上
に
、
今
で
も
お
い
し
い
清

水
が
湧
き
出
て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

井
戸
は
亀
井
戸
と
呼
ば
れ
、
不
思
議
な
伝
説
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
社
は
、
山
頂
に
あ
る
た
め
常
に
水
不

足
で
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
お
告

げ
が
あ
り
、
井
戸
を
掘
り
亀
の
形
を
し
た
石
を

沈
め
た
と
こ
ろ
清
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
た

の
で
す
。
人
々
は
喜
び
「
亀
井
戸
」
と
名
付
け

大
切
に
使
用
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
井
戸
は
、
水
道
水
の
普
及
に
よ
り
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
を
復
元
し
た
そ
う

で
す
。

　

こ
の
亀
井
戸
は
、

大
鳥
居
の
左
脇
の
道

を
下
っ
て
い
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
り
、
江
戸

時
代
の
井
戸
に
再
現

さ
れ
、
実
際
は
手
動

の
「
ガ
ッ
チ
ャ
ン
ポ

ン
プ
」
で
汲
み
上
げ

る
形
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

▲右から吉田さん、小倉さん ▲街頭でのパンフレット配布
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　Automated External Defibrillatorの略で、日本語では「自動体外式除
細動器」と訳されています。
　このＡＥＤは、電源を入れると全て音声で操作方法が指示され、患
者の胸２箇所に電極パットを貼ると、機械が自動的に心電図を解析
し、除細動が必要な場合のみ、通電ボタンを押すように指示を出す仕
組みになっていて、安全・確実に除細動が行える機械です。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号９
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日時　11月19日（日）　11：00～15：00
場所　清流公園（山方530）
　直径３．５ｍの大鍋で作る関東一の芋煮会。地元の食
材をふんだんに使った特製の芋煮が味わえます。その
他特産品販売や抽選会など楽しいイベントがもりだくさん。
問い合わせ先　山方総合支所経済課　�（57）6811

���������		

日時　11月11～12（土･日）　9：30～15：30
場所　御前山総合支所敷地内（野口3195）
　地域内の講座やクラブ活動による文化芸能発表や､
一般・児童生徒の作品展示。１２日は、たくさんの模擬
店が並んで地元のおいしいものが大集合。屋外特設ス
テージでは楽しいショーも行われます。
問い合わせ先　御前山総合支所市民課　�（55）2112
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででででででででででででででででででででおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいででででででででででででででででででででででででででででででででででででででよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！みんなでおいでよ！秋まつり秋まつり

������
日時　11月18日（土）　10：00～15：00
場所　緒川物産センター「かざぐるま」（小舟2810－1）
　しいたけやねぎなど、選りすぐりの新鮮な特産物の
販売を行います。また、餅つきやお楽しみの試食コー
ナーもあり、その場で地元の味覚を堪能できます。
問い合わせ先　緒川総合支所経済課　�（56）3993

日時　11月23日（木･祝）　9：00～
場所　みわ★ふるさと館北斗星（鷲子272）
　美和地域特産のそばを使って、そば打ち体験やそば
の早食い競争などが行われます。また、名人のそば打
ち実演で、妙技を間近でご覧になれます。当日は、けんち
んそばの無料試食もあり、とことんそばを楽しめます。
問い合わせ先　みわ★ふるさと館北斗星　�（58）3939

��������	


���������	
��
日時　11月3日（金･祝）　9：50～15：00
場所　西部総合公園グランド（工業団地25－1）
　約１００軒の模擬店が軒を並べて大賑わい！何を買お
うか、どこに寄ろうか悩んでしまいそう！広々とした
会場ではあちらこちらでイベント行われ、お楽しみが
いっぱいです。
問い合わせ先　常陸大宮市商工会　�（53）3100
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敬
老
の
日
を
前
に
、
市
長
及
び
助
役
が 

１
０
０
歳
以
上
で
ご
在
宅
の
ご
長
寿
の
方
を

訪
問
し
、
市
か
ら
の
祝
い
金
や
記
念
品
を
贈

り
、
長
寿

を
お
祝
い

し
ま
し

た
。
市
内

で
は
、
寺

門
と
し
さ

ん
が
１
０

５
歳
で
最

高
齢
と
な

り
ま
す
。

　

９
月　

日
、御
前
山
中
学
校
に
お
い
て
、２

１５

年
生　

人
が
中
高
一
貫
教
育
連
携
校
の
県
立

４６

小
瀬
高
校
の
３
年
生　

人
と
、
総
合
的
な
学

１３

習
の
時
間
に
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

よ
う
」
で
す
。

　

授
業
の
前
半
で
は
、
福
祉
に
つ
い
て
「
調

べ
学
習
」
を
し
た
中
学
生
か
ら
の
、
視
覚
障

害
に
な
る
原
因
や
、
盲
導
犬
と
視
覚
障
害
者

を
つ
な
ぐ
ハ
ー
ネ
ス
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問

に
、
小
瀬
高
の
福
祉
コ
ー
ス
で
学
ぶ
生
徒
が

答
え
ま
し
た
。

　

後
半
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
体
験
や
シ
ニ
ア
体
験

で
は
、
小
瀬
高
生
の
助
け
を
受
け
な
が
ら
、

ア
イ
マ
ス
ク
や
耳
栓
、
利
き
手
首
お
も
り
な

ど
の
装
具
を
身
に
付
け
、
視
覚
障
害
の
あ
る

方
や
、
動
作
が
不
自
由
に
な
っ
た
高
齢
者
の

方
の
苦
労
を
体
験
し
、
そ
の
状
況
や
気
持
ち

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

����������

▲市内最高齢の寺門としさん（若林）

  
市
内
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
。
年
齢
は
９
月
１
日
現
在
の
も
の
で
す
）

１
０
５
歳

１
０
３
歳

１
０
２
歳

１
０
１
歳

１
０
０
歳

寺
門　

と
し
（
若　
　

林
）

宮
下
キ
ク
ノ
（
上
伊
勢
畑
）

萩
谷　
�
の
（
下
岩
瀬
）

内
田　

ソ
メ
（
小　
　

舟
）

木
村　

は
る
（
西
野
内
）

�
池
ウ
メ
ノ
（
諸　
　

沢
）

増
田　

庄
一
（
山　
　

方
）

長
山　

の
ぶ
（
野
口
平
）

小
野�
く
に
（
山　
　

方
）

平
澤　

フ
テ
（
鷲　
　

子
）

平
塚�
く
り
（
上
小
瀬
）

蓮
田　

キ
ノ
（
檜　
　

山
）

藤
耒　

き
く
（
下
檜
沢
）

森
戸　

す
ゑ
（
石　
　

沢
）

鴨
志
田
モ
ト
（
田
子
内
町
）

　

同
時
に
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る

方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の

褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
で
は
ご
長
寿
の
皆
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
お
祝
い
の
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
様
々
な
演
芸
等
を
楽
し
み
、
各
会

場
賑
や
か
な
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

御
前
山
中
学
校
で
中
高
一
貫
教
育
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▲様々な装具を付け、シニア体験をする中
学生。肘や膝を曲げることも大変です。

　

８
月　

日
、
図
書
情
報
館
で
「
夜
の
お

２４

は
な
し
会
」
を
開
催
し
、　

家
族
約
１
２

３５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
図
書
情
報
館
と
し
て
初
め
て

の
試
み
で
、
今
年
５
月
に
発
足
し
た
市
の

読
み
聞
か
せ
連
絡
会
の
協
力
に
よ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

館
内
の
照
明
を
消
し
た
暗
闇
の
中
で
の

怪
談
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
お
話
に
、
子

ど
も
た
ち
は
物
語
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
階
段
や
廊
下
に
ち
ょ

う
ち
ん
を
設
置
し
、
怪
人
や
ゴ
リ
ラ
、
大

仏
、
長
髪
の
お
面
な
ど
を
飾
り
付
け
て
、

肝
だ
め
し
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
と
は
違
う
暗

闇
の
図
書
情
報
館
で
、
ち
ょ
っ
と
こ
わ
〜

い
時
間
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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�
緒
川
地
域

�
山
方
地
域

�
御
前
山
地
域

�
美
和
地
域



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号１１

����������

　

市
で
は
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
赤
ち
ゃ
ん

ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月　

日
は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
か
が

２７

や
き
」
に
お
い
て
、
美
和
中
学
校
と
大
宮
中
学
校
の

生
徒
が
参
加
し
、
乳
児
相
談
を
受
け
て
い
る
親

子
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
体
験
と
し
て
、
お
腹

に
重
り
を
付
け
て
お
母
さ
ん
の
大
変
さ
を
体

感
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
離
乳

食
を
あ
げ
る
な
ど
の
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
は
じ
め
恐
る
恐
る
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
赤
ち
ゃ
ん
を

し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
て
い
ま
し
た
。
温
も
り

を
肌
で
感
じ
、
命
の
尊
さ
や
子
を
産
む
母
親
の

大
変
さ
を
実
感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
も
あ
り
、

こ
の
様
子
は
、　

月　

日
午
後
９
時
か
ら
９
時

１１

１９

　

分
放
送
の
「
す
く
す
く
子
育
て
」
の
中
で
放

３０映
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　アジアの子どもたちに楽器を贈る運動に市内の小学校
が協力しています。
　この運動は、ＮＧＯ茨城の会が平成８年から始めたも
ので、これまでにアジア９ヶ国に届けられています。
　水戸ユネスコ協会（ＮＧＯ茨城の会の構成団体）の石川
ていさん（野上）の呼びかけに応え、市内では旧長田小、
大賀小、玉川小、大宮西小、山方南小、小瀬小、八里小
などの学校が協力をしています。小瀬小学校ではこの運
動に６年間継続して協力し、今年５月に、フィリピン共
和国西ネグロス州のマラニオン州知事が来県された際、
石川さんとともに感謝状が贈られました。
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●
基
本
目
標
Ⅱ

男
女
の
自
立
を
支
え
る
生
活
づ
く
り
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･･･シリーズ③男女共同参画

��������	

����������

���������	


���������	

��������	


��������	


��������	


��������	
�

�����

��������	


��������	


����

生命の温もり肌で感じる
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号１２

☆順不同・敬称略

▲教室に参加した皆さん
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７
月　

日
か
ら　

日
間
に
わ
た
っ
て
、
西

２２

１０

部
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、

大
宮
地
域
内
の
小
学
生
か
ら
一
般
の
初
心
者

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５２
　

週
２
回
の
教
室
で
は
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
の

方
が
指
導
に
あ
た
り
、
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を

握
っ
た
方
も
、
最
終
日
に
は
ダ
ブ
ル
ス
で
試

合
が
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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�
�

都
市
対
抗
野
球
大
会
優
勝
に
貢
献

に
９
回
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
初
戦
敗
退
で
し

た
が
、
今
大
会
で
初
優
勝
を
果
た
し
、
東
北

勢
の
優
勝
は
都
市
対
抗
野
球
史
上
初
と
な
り

ま
し
た
。

　

岡
崎
選
手
は
、

２
回
戦
で
ピ
ン
チ

ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て

出
場
、
同
点
に
導

く
タ
イ
ム
リ
ー

ヒ
ッ
ト
を
打
つ
活

躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
年
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
は
、
秋
田

県
に
か
ほ
市
に
本
拠
地
の
あ
る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
優

勝
。
そ
の
優
勝
チ
ー
ム
で
、
常
陸
大
宮
市

（
大
宮
中
）出
身
の
岡
崎
哲
也
選
手
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　

都
市
対
抗
野
球
大
会
は
、
毎
年
夏
に
各
地

の
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
社
会
人
野

球
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
こ
の
大
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

９
月　

日
、
西
部
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

１０

ト
に
お
い
て
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
（
菊
池
修
平

会
長
）
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
初
心
者
の
部
で
ジ
ュ
ニ
ア
５

ペ
ア
、
一
般
６
ペ
ア
、
シ
ニ
ア
の
部
で
男
子

８
ペ
ア
、
女
子
４
ペ
ア
が
参
加
し
て
戦
い
ま

し
た
。

初
心
者
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

優
勝　

四
倉　

綸
子
・
佐
藤　

美
穂
ペ
ア

初
心
者
・
一
般
の
部

　

優
勝　

田
山　

直
子
・
佐
藤　

紀
子
ペ
ア

シ
ニ
ア
男
子
の
部

　

優
勝　

菊
池　

修
平
・
佐
藤　

正
典
ペ
ア

シ
ニ
ア
女
子
の
部

　

優
勝　

安
野　

洋
子
・
沢
畠
み
え
子
ペ
ア

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●�
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８
月　

日
、
嶐
郷
、
檜
沢
の
各
小

２０

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
２

回
美
和
地
域
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
旧
美
和
村
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

５６

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
記
念
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
き
た
も
の
で
、
今
年
で
通
算　
２５

年
目
。
約
２
３
０
人
の
参
加
者
た
ち

は
さ
わ
や
か
な
夏
の
朝
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

�
檜
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

お詫びと訂正
　広報９月号16ページ、全国ホープス個人
戦茨城県予選会の中で、誤りがありました。
　お詫びして訂正します。

誤　岡山　千夏（大宮西小）
正　岡山　千夏（嶐郷小）　

▲ファンに手を振る岡崎選手

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　市では、平成１８年度の介護予防事業の一環として、パ
シフィックスポーツプラザに委託し、水中運動教室を実
施しています。
　前期（５月～８月）では、週１回の実施で６５歳以上の
方３４人が参加しました。インストラクターの指導を受け
水中ウォーキングなどに真剣に取り組んだ参加者から
は、「プールをやった日は体が軽い」「膝の痛みが少し軽
くなった」などの声が聞かれています。教室開始前後に
体力測定を行い、その効果について評価していますが、
前期では体重減少と柔軟性の向上がみられました。
　なお、「健康常陸大宮
２１」計画の事業として、
４０歳から６４歳の方を対象
とする水中運動教室につ
いてもパシフィックス
ポーツプラザで実施して
います。詳細をお知りに
なりたい方は、健康推進
課（�５４－７１２１）までお問
い合わせください。

������
～介護のいらない身体づくりをめざそう～
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本
校
は
、
平
成　

年　

月　

日
に
改
築
竣

１６

１２

２７

工
し
、
市
内
で
は
一
番
新
し
い
校
舎
に
な
り

ま
し
た
。
教
室
は
窓
も
多
く
、
明
る
く
温
か

み
の
あ
る
学
習
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
区
は
、
市
の
南
部
に
位
置
し
、
周
辺
は

緑
の
山
々
や
田
畑
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
く
を
玉
川
が
流
れ
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
お
い
て
の
素
晴
ら
し
い
教
材
と
し

て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

地
理
的
環
境
を

活
か
し
て
、
特

色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
、

め
ざ
す
村
田
っ
子

の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
あ
る
活
動
と
し
て
、
緑
の
少

年
隊
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
の
歴
史

は
古
く
、
昭
和　

年　

月
に
結
成
さ
れ
、
現

５０

１１

在
は
５
、
６
年
生　

人
が
隊
員
と
し
て
活
動

４９

し
て
い
ま
す
。

　

樹
木
の
手
入
れ
や
花
づ
く
り
、
清
掃
活
動

を
通
し
て
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
大
切
さ
を

知
り
、
進
ん
で
美
し
い
環
境
を
守
ろ
う
と
す

る
心
を
育
て
よ
う
と
活
動
を
進
め
て
お
り
、

主
に
、
森
林
教
室
、
間
伐
体
験
、
学
校
花
壇

の
整
備
、
定
期
的
な
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー
ン

作
戦
）
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ

緑
の
少
年
団
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
茨

城
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
６
月
下
旬
に
市
内
小
場
地
区

内
国
有
林
に
お
い
て
森
林
教
室
と
間
伐
体
験

を
し
ま
し
た
。
茨
城
県
森
林
管
理
署
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
実
際
に
間
伐
等
を
行
い
、

自
然
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め
、
自
然
と
共

存
し
て
い
こ

う
と
す
る
心

と
環
境
保
護

の
精
神
を
養

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７

月
後
半
に
は

県
代
表
校
と

し
て
緑
の
少

年
団
全
国
大

(上村田1259－1　�53－1891）
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会
（
滋
賀
県
）
に
３
人
が
参
加
し
、
班
別
体

験
活
動
や
体
験
発
表
会
を
通
し
て
他
県
の
団

員
と
交
流
し
、
理
解
と
連
携
を
さ
ら
に
深
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
村
田
小
緑
の
少
年
隊
で
は
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
人
と
人
と
の
交
流
を
通

じ
て
地
域
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

本
校
で
は
、

全
校
児
童
が
異

学
年
と
の
交
流

活
動
を
通
し

て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
思
い
や

り
の
心
、
自
然

愛
護
等
の
精
神

を
培
お
う
と

様
々
な
縦
割
り

班
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
で
は
、
近
く
の
農
家

か
ら
借
用
し
て
い
る
畑
に
全
校
児
童
が
班
別

に
分
か
れ
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
４
８
０
本
を

植
え
ま
す
。
除
草
は
児
童
の
他
に
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
数
回
行
い
、　
１０

月
に
収
穫
。
そ
の
後
の
収
穫
祭
で
さ
つ
ま
い

も
の
試
食
を
し
な
が
ら
収
穫
の
喜
び
を
体
験

し
ま
す
。

　

ま
た
、
隔
年
実
施
の
全
校
遠
足
が
あ
り
ま

す
。
今
年
は
５
月
に
国
営
ひ
た
ち
な
か
海
浜

公
園
で
班
別
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
学
年
が
中
心
と
な
っ
て
当
日
の
活
動
内

容
を
計
画

し
、
異
学
年

と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、

助
け
合
い
、

励
ま
し
合
う

態
度
を
育
て

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に

も
２
人
１
鉢

栽
培
、
運
動
会
で
の
縦
割
り
班
リ
レ
ー
、
毎

週
木
曜
日
の
縦
割
り
班
清
掃
、
水
曜
日
の
な

か
よ
し
タ
イ
ム
等
に
よ
り
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
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月
曜
日
、
木
曜
日
、
第
５
火
曜
日
の
朝
は

読
書
タ
イ
ム
の
時
間
。
こ
の
時
間
に
な
る
と

校
内
は
一
斉
に
静
ま
り
か
え
り
ま
す
。
担
任

も
児
童
と
同
じ
よ
う
に
本
を
読
み
ま
す
。
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
１
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

特
に
、
本
校
で
は
昨
年
か
ら
保
護
者
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
週
１

回
行
っ
て
お
り
、
児
童
は
い
つ
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
本
が
好
き
に
な
っ
て
き
た
児
童
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
み
ん
な
に
す
す
め
た
い
１
冊
の

本
」推
進
事
業
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、県
よ
り

賞
を
い
た
だ
く
児
童
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
読
書
を
通
し
て
豊
か
な
心
と
表

現
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

� � �

� � � � �

� � � �

めざす児童像
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新
選
組
局
長
近
藤
勇
と
言
え
ば
、
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
下
伊
勢
畑
（
御

前
山
地
域
）
出
身
の
香
川
敬
三
は
幕
府
軍
の

近
藤
を 
追  
捕 
し
、
そ
の
後
処
刑
に
至
る
ま
で

つ
い 
ぶ

の
過
程
に
関
わ
っ
た
人
物
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
最
終
盤
に

登
場
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
��
��
	


�

　
 
蓮  
田 

は
す 
だ 

了 
介

り
ょ
う

－

の
ち
の
香
川
敬
三－

は
天
保

す
け

十
（
一
八
三
九
）
年
、
下
伊
勢
畑
の
農
民
蓮

田
重
衛
門
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た

（
天
保
九
年
ま
た
は
十
二
年
と
い
う
説
も
あ

る
）。二
人
の
兄
善
九
郎
、
東
三
（
東
蔵
と
も
）

は
の
ち
に 
尊  
王 

そ
ん 
の
う 

攘 
じ
ょ
う 

夷 
運
動
に
身
を
投
じ
活
躍

い

し
ま
す
。
二
番
目
の
兄
東
三
と
敬
三
は
野
口

の
郷
校 
時  
雍  
館 
で
学
び
、
翌
年
か
ら
水
戸
へ

じ 
よ
う 
か
ん

出
て
藤
田
東
湖
の
私
塾
に
入
り
頭
角
を
現
し

て
い
き
ま
し
た
。
東
三
は
安
政
三
（
一
八
五

六
）
年
の
ハ
リ
ス
来
航
に
際
し
、
条
約
の
締

結
を
要
求
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
強
行
姿
勢
に

憤
慨
し
て
仲
間
二
名
と
と
も
に
ハ
リ
ス
暗
殺

を
企
て
ま
す
が
、
事
前
に
情
報
を
察
知
し
た

水
戸
藩
と
通
報
を
う
け
た
幕
府
に
よ
り
捕
縛

さ
れ
、
安
政
五
年
二
十
二
歳
の
若
さ
で
獄
死

し
て
い
ま
す
。
当
時
は
罪
人
と
し
て
蓮
田
家

墓
地
に
ひ
っ
そ
り
と
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
後
半
に
な
っ
て
そ
の
思
想
と
行
動

が
再
評
価
さ
れ
、
従
五
位
が
贈
ら
れ
、
贈
位

記
念
碑
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

敬
三
は
十
五
歳
の
と
き
上
伊
勢
畑
の
神
官

鯉
沼
綱
彦
の
養
子
と
な
り
、
以
後
は 
鯉  
沼  
伊 

こ
い 
ぬ
ま 
い

 
織 
を
名
乗
り
ま
す
。
外
圧
の
高
ま
り
の
中
、

お
り尊

王
攘
夷
運
動
に
傾
倒
し
、
幕
府
か
ら
謹
慎

を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
思
想
を
貫
い
て
幕
末
の
動
乱
を
乗
り
越
え

ま
し
た
。
水
戸
藩
の
内
紛
で
は
東
湖
ら
の
指

揮
す
る
改
革
派
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
生

家
の
蓮
田
家
に
は
、
保
守
派
の
襲
撃
に
遭
っ

た
と
き
の
生
々
し
い
刀
傷
が
柱
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
藩
主 
慶  
篤 
に

よ
し 
あ
つ

し
た
が
っ
て
上
洛
し
ま
し
た
が
、
藩
主
が
帰

郷
す
る
の
に
は
随
伴
せ
ず
、
京
都
に
潜
伏
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
討
幕

派
の
公
卿 
岩  
倉  
具  
視 
の
思
想
に
共
感
し
た
敬

い
わ 
く
ら 
と
も 
み

三
は
、
岩
倉
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
戊  
辰 
戦
争
で
は
新
政
府
軍
の
東
山
道
軍
大
軍

ぼ 
し
ん

監
と
し
て
岩
倉
具
定（
具
視
の
子
）の
補
佐
役

を
務
め
ま
し
た
。
こ
こ
で 
甲  
陽  
鎮  
撫  
隊 
と
激

こ
う 
よ
う 
ち
ん 
ぶ 
た
い

戦
と
な
り
、
近
藤
勇
を
降
伏
さ
せ
、
土
方
歳

三
等
を
敗
走
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
	

　

明
治
に
入
る
と
名
を
香
川
敬
三
と
改
め
ま

し
た
。
一
時
廃
絶
し
て
い
た
公
卿
の
香
川
家

を
継
い
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明

治
政
府
で
は
兵
部
権
大
丞
、
宮
内
権
大
丞
な

ど
を
歴
任
し
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年

に
は
皇
后
に
関
す
る
一
切
を
取

り
仕
切
る
役
職
で
あ
る
皇
后
宮

大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
着

実
に
経
歴
を
積
み
重
ね
、
宮
内

省
の
高
官
に
登
り
つ
め
た
敬
三

は
明
治
四
十
年
に
は
伯
爵
の
称

号
を
授
け
ら
れ
、
死
去
す
る
直

前
の
大
正
四
年
に
は
従
一
位
と

い
う
高
位
に
叙
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

明
治
四
十
五
年
大
子
町
佐
貫
の
花
室
神
社

境
内
に
兄
東
三
と
と
も
に
ハ
リ
ス
暗
殺
計
画

を
目
論
ん
だ
堀
江
芳
之
助
の
記
念
碑
が
建
て

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
敬

三
は
「
至
誠
報
国
」
の 
篆  
額 
を
贈
り
、
兄
と

て
ん 
が
く

と
も
に
国
事
に
奔
走
し
た
堀
江
に
敬
意
を
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
郷
里
伊
勢
畑
地
区
を
は

じ
め
各
地
の
災
害
被
害
者
へ
の
見
舞
金
、
出

征
遺
家
族
の
扶
助
な
ど
の
寄
附
も
頻
繁
に

行
っ
て
い
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
地
で
高
位
高

官
を
得
て
も
、
郷
里
へ
の
思
い
は
変
わ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

死
後
は
東
京
都
の
青
山
墓
地
に
埋
葬
さ
れ

ま
し
た
が
、
慶
応
三
年
、
高
野
山
で
挙
兵
す

る
前
に
自
ら
残
し
て
い
っ
た
頭
髪
を
埋
め
た

埋
髪
塔
は
養
家
鯉
沼
氏
の
墓
地
に
現
存
し
て

い
ま
す
。

　

※
鯉
沼
國
夫
・
恵
美
子
夫
妻
、
蓮
田
は
や

氏
、
軍
司
藤
雄
氏
に
聞
き
取
り
調
査
等
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�
鯉
沼
伊
織
埋
髪
塔
（
下
伊
勢
畑
鯉
沼
家
墓
所
）

����������	��
����
か がわ けい ぞう

�
諸
生
派
に
襲
撃
さ
れ
た
際
の
刀
傷
（
下
伊
勢
畑
蓮
田
家
）
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■インフルエンザとは

■万が一、かかってしまったら
○早期に医療機関を受診する（発病から40～48時間以内の服薬が効果的）
○脱水に気をつけて、こまめに水分補給する
○部屋の室温（20～22℃）、湿度（50～60％）適度に保つ
○部屋の換気に注意する
○安静と保温に留意する
○消化の良い栄養のあるものを食べる

　インフルエンザは、インフルエンザにウイルスの感
染によって起こる病気で、普通の風邪と比べ、症状が
重くなり、命にかかわることもありますので、特に乳
幼児や高齢者の方は、要注意です。
　インフルエンザから身を守るためには、正しい知識
と日頃の予防が大切です。

���������	
����������	
����������	
�

■予防するには

症　　状
　インフルエンザウイル
スの感染により、38℃
 以上の高熱と全身のだる
さ、寒気、頭痛、筋肉痛
などの全身症状が起こ
り、さらに、のどの痛み
やセキなどの呼吸器症状
が現れます。通常１週間
程度で回復します。

感染ルート
　普通のかぜ（普通感冒）
の感染は、手から手の接
触感染の頻度が高いが、
インフルエンザウイルス
の場合、患者のくしゃ
み、セキ、タンに含まれ
るウイルスがそのまま空
気中に浮遊して呼吸器に
吸いこまれる飛沫感染が
主です。

流行時期
　インフルエンザは、
12月～３月に流行しま
す。これは、温度が低く
乾燥しているために、ウ
イルスが増殖するため
で、特に流行のピークは
１月下旬から２月初旬に
集中します。

○予防接種を受ける　重症化を防ぐためにも、インフルエンザが流行する前（11月～12
月）に、かかりつけの医師に相談をして、予防接種を受けるよう
にしましょう。（65歳以上の方は公費負担制度があります）

○栄養と休養を十分にとる
○人ごみを避ける
○適度な温度、湿度を保つ
○マスクを着用する
○外出後は手洗いとうがいを忘れずにする



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１０月号１６

�����

����������	 
���

��������	
��
�������� ����

��������	
����������� 
����

���������	
��
�������� ����

��������	
���������
 ����

���������	
��
��������� ����

���������	�
��
�������

����������

�������������������� �	
�

��������	
���������
 ������

��������������������	 
��


�������������������� 	
��


���������������	 
��


������������������� 	
��

������������������� ��	


��������	
���
������ ����

������������������	 
��


��������	







� �
��

��������	
�������
 ����

������

��������								
 ��
�

��������	










� �
���

��������	
��
���������������

���������	
��
����������������

�������������	
��
����������

�����������
���

����������
�� ��� �

��������	
��
����
��
������

��������	
��
��������������

��������	
���
�����������	
�

�����

������������	
		�	�	�		
	
��� �� �����

���������	
��
��������������

��������	
����	
�����	������

������������������	
��
��������

�����

�����������	 
��
�����

���������	��	��
 ��
������

�������������	��
 ��
���

�������������	 
��
�

��������	
��
�����������������	

９日

��������
��������	
�������
����������

��������	

��������	�
��
����	�������

��������	
��
�������������

��������	
��
����������


��������������������������

�����������	
�

���������	
�
��������	
��
�������������

���������	
��
��	���������

��������	
��
���������

���������������������������

�����������	
��
�

�����������	����������

�� � �����

���������	
��
������������

�����

���������������������	
�
���������	
��
������

���������	
�

�������

����

���������

��������������

��������������

����������

�������
��
�������
��������������
��������������
��������������

��

��� ���
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�美和かわせみの会のおはなし会� ��������

�ロゼのつどいのおはなし会� ���������

�めばえの会のおはなし会� ���������

�どんどんちっちのおはなし会� ���������

�はみんぐばあどのおはなし会� ���������
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。

�休日・祝日の当番医　　10/15～11/26
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

10/15

（53）2115
0287（83）1166
0285（63）0320

丹治医院（東富町）
金井医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

22

（53）2282
0287（82）2739
0285（63）5131

高瀬医院（宇留野）
烏山台病院
桜井内科（栃・茂木町）

29

（54）7777
0287（88）2136
0285（63）1151

一貫堂クリニック（下町）
熊田診療所（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

11/3

（52）0116
0287（83）2250
0285（64）1122

小泉医院（上町）
近藤クリニック（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

5

（53）1111
0287（84）1616
0285（63）2303

志村大宮病院（上町）
佐野医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

12

（52）0547
0287（88）2055
0285（63）0320

岡崎外科医院（上町）
塩谷医院（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

19

（52）0302
0287（82）3803
0285（63）0036

大曽根内科小児科（栄町）
高野医院（栃・那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

23

（53）2115
0287（82）2544
0285（63）5131

丹治医院（東富町）
滝田内科医院（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

26
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（９月１日現在・推計常住者）

総人口４７，３９５人（男２３，１００人、女２４，２９５人）
世帯数１６，１４１世帯
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成1111111111111111111111111111111111111111111188888888888888888888888888888888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催平成18年はリハーサル大会を開催

　平成19年に実施される「ねんりんピックいばらき大会」
を円滑に進めるため、常陸大宮市において「ねんりんピッ
ク茨城2007なぎなた交流リハーサル大会」を次のとおり
開催します。
開催日：平成18年11月25日（土）
会　場：西部総合公園体育館
主　催：ねんりんピック茨城2007常陸大宮市実行委員会
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ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日

会場地　常陸大宮市

子ども会幹部研修会
　９月２日、西部総合公園体育館において「平成１８年度子ども
会幹部研修会」が開催され、来年度子ども会のリーダーとなる
小学４、５年生８５人が研修を受けました。
　講師には茨城県レクリエーション協会から２人の先生を招い
て、初対面の人と仲良くなる技術や、自分の考えを述べ、友達の考え
方を聞きグループの意見をまとめる技術などを学びました。
　研修を受けた子ども達からは、「友達の考え方が分かって良
かった」などの感想が聞かれ、今後、子ども会のリーダーとし
ての活躍が期待されます。

子ども会球技大会
　８月６日、西部総合公園グランドにおいて「常陸大宮市子ど
も会球技大会」が開催されました。球技大会はティーボールと
いうソフトボールに似ている競技を行います。
　子ども達はこの大会に向けて、早朝や休日に練習をしてきま
した。各小学校支部の大会で勝ち抜いてきた１９チームがその
練習の成果を発揮し合いました。
　炎天下の中ではありましたが、子ども達の楽しそうな声や、
保護者の歓声がグラウンドに響き渡っていました。
優　勝　若葉子ども会（上野小）
準優勝　石沢子ども会（村田小）
第３位　大場ドリームズ（大場小）




